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論文審査の要旨 

 

集学的治療の進歩に伴い，膵癌の生存期間延長は認めているが，依然として大多数の症

例で治癒切除後の再発を認める．再発時に予後を予測し至適治療戦略を計画することが

患者の予後向上につながると考えられる．本研究では，再発膵癌における炎症及び栄養

学的指標（inflammation-based prognostic score）を含めた予後予測因子を明らかとするこ

とを目的とした．2006-2015 年に切除を行った膵癌症例のうち，観察期間内に再発を認

めた 172 例を対象として，再発膵癌における inflammation-based prognostic score の生存期

間や治療に与える影響を予測するうえでの有用性を検証した．その結果，各種

inflammation-based prognostic score のうち，PNI が再発後予後予測の上で最も優れており，

また肝転移および PNI＜40 が独立した再発後予後不良因子であった．以上から，PNI は

術後再発膵癌の予後予測を行う上で有用な指標になり得ること考えられた． 

 公聴会では，再発後の予後予測における腫瘍側因子と患者側因子との関連，PNI と他

の炎症性予後スコアの相違，サルコペニアの影響，化学療法の相違による結果への影響，

PNI と肝転移や CA19-9 等のその他の予後不良因子との比較，実臨床における炎症性予

後スコアの治療選択への適応，予後向上を目指す今後の臨床研究のあり方，また今回の

結果に基づく展望等について質問がなされ，いずれも的確な考察のもとに適切に回答さ

れ、学位研究の成果が認められた。 

以上より、本研究は博士（医学）の学位に値すると評価できる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに消化器機能制御医学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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